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ハーン・プロジェクト「ヘルン研究会」 第２回 
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The Open Mind of Lafcadio hearn
(ラフカディオ・ハーンの開かれた精神）：小泉八
雲に捧げる造形美術展
会場：松江城天守閣、小泉八雲記念館
主催：小泉八雲来日120年記念事業実行委員会
<展示会>
2010年10月に、アテネのアメリカンカレッジで世界7か国41名のアーティストによる
ハーン・アート展が開催されたが、この流れをくむこの美術展は、日本人作家によ
る作品約20点と海外在住作家による作品30点、ギリシャアメリカンカレッジから6点
の作品を展示。文学者小泉八雲の精神性をアートで表現する。
シンポジウム・展示会等一覧
3
開催日 メインテーマ・主催等 内　　　　　　　　　　　　容
2010.12.19 公開シンポジウム小泉八雲と早稲田大学
：小泉八雲生誕160年、来日120年
会場：早稲田大学大隈講堂
主催：早稲田大学国際言語文化研究所
<基調講演>
　・島善高（早稲田大学教授）「早稲田大学と小泉八雲」
　・中島国彦（早稲田大学教授）「早稲田大学と早稲田の文人たち」
<朗読>
小泉八雲作品の朗読　原良枝（フリーアナウンサー）
<パネルディスカッション>
テーマ：今、私たちは八雲から何を学ぶか
　・小泉凡「小泉八雲の家庭教育」
　・ポール・スノードン（早稲田大学教授）「英語教師としての小泉八雲」
　・照屋佳男（早稲田大学名誉教授）「小泉八雲の文学と生活」
　・鶴岡真弓（多摩美術大学教授）「八雲`東西南北`の世界観」
　コメンテーター：伊藤玄二郎（関東学院大学）
　コーディネータ：池田雅之（早稲田大学国際言語文化研究所所長）
2011.11.26 小泉八雲来熊120年記念熊本シンポジウム
会場：熊本大学
主催：熊本スピリット発信協議会、熊本大学他
<基調講演>
　・小泉凡（島根県立大学短期大学教授・ハーン曾孫）
「ハーンと熊本：丸山学の民俗学とハーン」
<アイルランド音楽演奏>
　・アイリッシュ・クリーム「ハーンの愛したアイルランド音楽」
<パネルディスカッション>
「ハーン来熊120年（これまでとこれから）ハーンの多面性の底流にあるもの」
　・池田雅之（早稲田大学教授）「再話『怪談』の作家としてのハーン」
　・長岡真吾（島根大学教授）「ジャーナリストとしてのハーン」
　・西川盛雄（熊本大学客員教授）「教育者としてのハーン」
　コメンテイター：小泉凡
　司会：アラン・ローゼン（熊本大学元教授）
<清和文楽公演>　雪女
